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研究成果の概要：天井高や壁までの距離、床などの高低差や傾斜角度など、さまざまな空間構

成要素を人々にどのように認知されているかを知るために、新たに開発した空間認知を数量化

の可能な実験方法「断面想起法」を行うとともに、合わせて心理実験と断面指摘法実験を実際

の空間で実験を行った。その実験方法により建築の実際の空間において、人々がどのように認

知、把握されているかを数量的に明らかにした。 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

１８年度 １，４００，０００ ０ １，４００，０００ 

１９年度 １，１００，０００ ３３０，０００ １，４３０，０００ 

２０年度 ９００，０００ ２７０，０００ １，１７０，０００ 

年度    

  年度    

総 計 ３，４００，０００ ６００，０００ ４，０００，０００ 

研究分野：工学 

科研費の分科・細目：都市計画・建築計画 

キーワード：現代建築、歴史的建築、外部空間、内部空間、断面想起法、ＳＤ法心理実験 

 断面指摘法実験、相関分析        
 
１．研究開始当初の背景 

建築（内部空間）とランドスケープ（外部

空間）との関係は、古来より存在し、平等院

や厳島神社、桂離宮や修学院離宮など様々な

優れた歴史的建築と庭園は数多くが存在す

る。一方、近年、環境との調和が特に注目さ

れ、自然の扱い方、地形、地勢の読み込みを

丹念計画された建築（内部空間）とランドス

ケープ（外部空間）が数多く計画されるよう

になってきた。最近では、都市化が進んだこ

とによる景観保護や自然環境の保護の観点

から、出入口など一部を残し建築のほとんど

を地下化した施設など、新たな展開を見せつ

つある。 

 本研究は、多様な展開を見せつつある建築

内部（アーキテクチャ）と外部（ランドスケ

ープ）との関係において、最も関係性が密な

空間である内部から外部を見た空間に着目

している。 

建築家やランドスケープアーキテクトは、そ

の部分がどの様に感じられ、意識され、記憶

されるかを細心の注意を払い計画・設計をし

ている。ゆえに、その空間を人々がどのよう

に認知、把握されているかを知ることは、建

築内部（アーキテクチャ）と外部（ランドス

ケープ）の計画や設計にとって重要な課題と

言える。 
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２．研究の目的 
本研究は、建築とランドスケープが一体的に
計画・デザインしたものを研究対象として、
建築の内部から外部に至る一連の断面構成
に着目し、日本の歴史的建築、現代建築にお
いて、建築とランドスケープが密接に関わり
合い、一つの環境として存在する良好な事例
をとりあげ、漠然と捉えられている空間の認
知などを客観的に捉え、建築とランドスケー
プの空間のつくられ方や空間から受ける空
間の認知を分析し、基礎的知見を得ることを
目的としたものである。 
 

３．研究の方法 

断面想起法の提案 

人間が空間を認知・把握する内容を明らか

にするため、本研究では断面の空間をどの様

に認知しているかをとらえる新たな実験手

法を開発、提案した。 

 

空間認知の調査方法として、K.Lynch が都

市のイメージを認知地図によって引きだそ

うとして用いた手法のイメージマップ法、鈴

木成文が「生活領域の形成に関する研究」で

用いた手法のサインマップ法、志水英樹等に

見られる都市や建築を体験した後で想起さ

れるエレメントを抽出し、対象空間のイメー

ジの構造を知るためのエレメント想起法、病

院や美術館などの空間認知の把握状況を知

るためのパズルマップ法などがある。しかし

ながら、断面構成の認知について分析する方

法は見あたらない。そこで次の条件を満足す

ることを前提に、「断面想起法」を開発した。

以下にその条件を示す。 

 

① 表現のばらつきを極力排除でき、空

間の想起を容易に、かつ、簡便に記

述できる方法であること。 

 

② 実際の断面図と比較が可能である

こと。 

 

③ 数量的な分析が可能であること。 

 

断面想起法は、断面の空間構成である天井

や庇の長さ、境界までの距離などがどの様に

認知、把握されているかを抽出することが可

能となった。 

 

実験及び分析方法は以下の手順である。 

 

１）調査対象を選定するにあたり、まず建築

文献、雑誌等で取り上げられ、写真や図面が

豊富で、現存する建築と外部空間を持った歴

史的建築から現代建築までの調査候補地をリ

ストアップする。 

２）その中から調査地の選定はあらゆるタイ

プを網羅していることが重要である。そのた

め、「断面構成の空間認知」の調査内容に関

わりが強いと考えられる建築を分類する。 

３）「クラスター分析（最長距離法）」を用

いて、それぞれのタイプの特徴を類型化して

捉え、調査対象地区として選出する。 

４）「断面想起法」実験に先立ち、想起法に

よって得られた認知傾向比率値と心理量の相

関などを分析するため、「断面想起法」実験

と共に行う心理実験のために調査対象地区の

空間の人が感じるであろう空間の雰囲気をと

らえることが可能な内容の形容詞句の検討や、

過去の一連の 空間研究により得られた成果

を踏まえ、７段階評定の心理評定尺度を多数

あげる。 

５）多数ある評価尺度の中から今回の研究に

有用な心理評定尺度を選定し、「ＳＤ法心理

実験」実験用紙を作成する。 

６）本研究の性格上、実際の空間を体験して

もらうことが重要であるため、調査対象にな

った場所を訪れる。 

調査対象地では、以下の実験を行う。 

① 現地にて空間の雰囲気を記入してもらう

心理実験を行う。 

② 心理実験後、現地を離れる。 

③ 別の場所で空間の認知傾向を記入しても

らう断面想起法実験を行う。 

④ 断面想起法実験によって描かれたスケッ

チに、空間のさまざまなエレメントを数

限りなく自由に指摘してもらう断面指摘

法実験を行う。 

被験者は、建築学科の学生１０名。 

７）実験結果を集計し、以下の分析を行う。 

①断面想起法によって描かれた断面（想起断

面）と実際の断面（実断面）を比較するシー

トを作成し、想起断面図と実断面図の中から

読みとれるさまざまな断面構成を数値化し、

断面の空間認知傾向比率を定量化する。その

比較シートにより各視点場の天井高、境界距

離、軒長、敷地高低差、敷地傾斜の認知傾向

を考察し、認知された寸法を実際の寸法で除



した認知比率によって断面認知の要素間の

相関分析と空間認知の考察を行う。 

②建築の断面構成が人に与える空間認知や心

理的影響は、実際の空間を構成している様々

な断面の物理的要因＜物理量＞によってもた

らされていると考えられる。この様々な＜物

理量＞を調査により整理し、収集した図面を

基に、「建築の断面構成」の＜物理量＞を模

式的に表現する。「シンボリック・セクショ

ン（Symbolic Section）」を作成する。地区

の天井高や窓の高さ、境界までの距離、軒長

など物理的構成を表現し、断面指摘法によっ

て得られた空間要素の印象の強弱を示す指摘

数を被験者で除し百分率で示す指摘率をシン

ボリック・セクションに表記し考察する。 

③認知比率と空間の天井高、境界距離の長さ、

軒の出の長さ、敷地高低差、敷地傾斜の勾配

を測定した物理量との相関関係を分析する。

また、＜空間認知比率値＞＜物理量＞の相互

関係を明らかにするため、「単相関分析」を

行う。さらに最小二乗法により回帰式を求め、

回帰直線を示し、高い相関を示したものに関

しては単相関図を作成する。 

８）以上により、建築空間の断面構成の空間

認知の傾向を数量的に示すと共に、設計・計

画のための基礎的知見を示す。 

 
４．研究成果 
歴史的建築、現代建築においてクラスター分
析により歴史的建築７地区、現代建築１１地
区を選定し、それぞれ１９視点場、３０視点
場、計４９視点場において断面想起法実験、
ＳＤ法心理実験、断面指摘法実験を行い、デ
ータを整理・分析し以下の結果が得られた。 

歴史的建築の断面構成の認知の傾向として、

天井高の認知分布は、最も低く認知され視点

場が平均0.65で、認知分布は１０人中９人が

低く認知していた。低く認知された視点場は、

１９視点場中９視点場である。最も高く認知

された視点場は平均1.48 であった。また、正

しい高さに対して高く認知された視点場は１

９視点場中９視点場であった。境界への距離

の認知分布は、最も短く認知され視点場にお

いて平均0.43 と被験者全員が短く認知して

いた。短く認知された視点場は１８視点場中

１５視点場であった。また、最も長く認知さ

れた視点場において、平均1.66 と、認知分布

は全員が長く認知していた。長く認知された

視点場は１８視点場中３視点場であった。 

現代建築の断面構成の認知の傾向として、天

井高の認知については、7 割程度の視点場に

おいて実際の断面より高く認知され、有平均

値が正しい高さに対して 1.35 倍程度高く認

知された。境界までの距離の認知については、

7 割程度の視点場において実際 より短く認

知され、平均値が正しい距離に対して 0.67

倍程度短く認知された。また、心理量と指摘

量と認知比率との関係を図化し関係性を考

察した。現代建築において認知比率の相関分

析を行った結果、軒長を短く感じる視点場は、

境界までの距離を短く感じ、軒長を長く感じ

る視点場は、境界までの距離を長く感じてい

る。軒長と境界距離との関係では、双方の認

知傾向が連動する結果が得られた。また、歴

史的建築と現代建築をあわせて認知比率と

物理量との相関分析を行った結果、天井高比

率と実際の天井高では、実空間の天井高が低

い視点場では天井高を高く認知する傾向に、

天井高が高い視点場では天井高を低く認知

する傾向にある。また、境界距離比率と実際

の境界距離との関係では、境界距離が短い視

点場では境界距離を長く認知する傾向に、境

界距離が長い視点場では境界距離を短く認

知する傾向にある。等の結果が得られた。 
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